
　　　　

2025 年 3 月 21 日

月・火
木・金 9 時 30 分から 14 時 30 分まで

水 9 時 30 分から 12 時 45 分まで

身辺自立支援

リトミック・散歩

おあつまり

課題活動

食事

自由遊び

行事

保健指導

●「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」
自分が好きな遊びに取り組むことで余暇の時間を楽しむ力を育みます。また、支援者や友だちと遊びの中で関わることで社会性を高め、心身の豊かな成長を促します。

●「健康・生活」
毎日の歯磨き、歯科保健指導、歯科検診、看護師による歯磨き指導、毎日の手洗い、看護師による手洗い指導を行っています。

本
人
支
援

●「健康・生活」「認知・行動」「人間関係・社会性」
ひなまつり、すいか割り、芋掘り、節分など季節に合わせた行事を行い、楽しみながら文化に親しむ機会を提供しています。

主な行事等

入園式、誕生会、保育参観、こいのぼり集会、親子遠足、延長保育、宿泊保育、七夕集会、すいかわり、夏祭り、いも堀り、運動会、親子療育キャンプ、冬のお楽しみ会
わかくさマラソン、節分集会、ひなまつり劇場、お別れ会、卒園式

地域支援・地域連携
実習生受け入れ、地域行事への参加、地域の保育園との交流、関係機関と連携
し、必要に応じて連携会議を実施 職員の質の向上

研修、ケース会議、他機関との職員交流

家族支援

個別面談、保護者会、保育参観、保護者研修会、親子遠足、休園中（夏季・冬
季・春季）の親子登園日の設定、親子療育キャンプ（きょうだい支援有り）
緊急一時保育

移行支援

必要に応じて相談、情報提供を行う
公園や児童館など公共の場を利用する機会を設ける
転園や就学にあたって連続した支援ができるように引き継ぎをする

支　援　内　容（すべての支援において、支援者との関わりの中で「認知・行動」・「人間関係・社会性」・「言語・コミュニケーション」の取り組みが含まれています。）

●「健康・生活」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」
身支度：連絡帳の提出、手拭きタオルの用意など日常生活上の基本的な身支度を自分で行える力をつけていきます。園児一人ひとりに個人別のマークを使用することで、自分の物や場所を
わかりやすいようにします。
着替え：大人と一緒に着替えを行いながら基本的な着替えの動作を学んでいき、身辺自立を促していきます。
排泄：トイレへ定時誘導し、トイレでの排尿や一連の流れに必要な動作の習得や習慣化を促します。排泄の状況により、トイレの誘導回数の調整、自立に向けてパンツの練習を行います。

●「健康・生活」「運動・感覚」「人間関係・社会性」
わかくさ学園の周辺を散歩して、四季を感じながら大人と手をつないで歩く力を育みます。また、リトミックでは音楽やリズムに合わせて様々な体の動きを経験することでボディイメージ
を養いながらリズム感、協調性、表現力等を育てます。

●「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」
集団参加の機会を提供し、基本的な挨拶、出欠確認、スケジュール確認、手遊び、読み聞かせ等を通じて集団の中で他者と関わりながら社会性を育みます。写真やイラストなど視覚的な情
報を用いながら、見通しをもって行動できるように支援します。

●「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」
ふれあい遊び、感覚あそび、楽器あそび、乗り物あそび、ルールあそび、描画、制作等を発達段階に合わせた課題を提供し、楽しくあそびながら経験を広げ、発達を促していきます。課題
に取り組む中での感じる様々な感覚や課題解決に向けた工夫を通じて達成感や自信を育んでいきます。活動を通じて人とのコミュニケーションを促します。

療育目標（支援方針）

一人ひとりが自分らしく、みんなの中で育つ療育
１)　健康で毎日わかくさ学園に通える子どもになろう　（丈夫な体）、２)　“おや何だろう”と目を向け、何にでも向える子どもになろう　（意欲）、
３)　友だちや先生ときもちを通いあわせて楽しくあそべる子どもになろう（共感）、４)　自分のできることをがんばれる子どもになろう（身辺自立）

サービス提供時間 送迎実施の有無

●「健康・生活」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」
一人ひとりの摂食機能、課題に合わせた食形態を提供しています。安心した環境の中で楽しく食事に向かえるように工夫をしています。管理栄養士が栄養バランスを考慮した献立を作成。

あり なし

法人理念
東久留米市において児童発達支援センターわかくさ学園を地域における中核的な支援施設として位置づけ、重層的な障害児通所支援の体制整備を進める。東久留米市における療育の向上と
障害児の地域社会への参加・包容（インクルージョン）の推進に努める。

事業所理念
さまざまな原因により、発達に遅れや障害をもつ乳幼児に早期療育・保育をおこなうことにより人間としての豊かな発達を促す。
地域のすべての乳幼児のすこやかな発達を考える。

事業所名 東久留米市児童発達支援センターわかくさ学園 作成日支援プログラム


